
NO 会計 款 項 目 施策 事務事業名 担当課
主要
施策
対象

うち多
額の
経費
対象

①事務事業の概要
②課題（目的に対する現状など）

26年度決
算額［千
円］

27年度決
算額［千
円］

総合評価
①評価の理由
②平成28年度に取組む改革・改善内容

28年度予
算額［千
円］

1 一般 10 4 3
123芸術・文化の振
興

きらり鎌ケ谷市民会館の管理運営に要
する経費

市民会館 ○ 　　

①市民会館内の併設施設である、きらりホール、中央公民
館、多文化共生推進センター、男女共同参画推進センター・
市民活動推進センターの管理運営を行う。
②地震や火災等が起きた際の訓練はショッピングプラザ鎌
ケ谷を中心に定期的に行っているが、他店舗を舞台としての
避難訓練であるため、市民会館内独自の避難訓練が必要。

109,324 114,643 7拡充

①市民会館内の併設施設である、きらりホール、中央公民
館、多文化共生推進センター、男女共同参画推進セン
ター、市民活動推進センターの管理運営をするにあたって、
市関与の妥当性、公平性、有効性は高いといえる。また、課
題に対しての対応が必要なため、拡充とする。
②地震や火災等が起きた際の訓練はショッピングプラザ鎌
ケ谷を中心に定期的に行っているが、他店舗を舞台として
の非難訓練であるため、市民会館内独自の避難訓練が必
要。

115,221

2 一般 10 4 3
123芸術・文化の振
興

きらりホールの管理運営に要する経費 市民会館 ○ 　　

①きらりホールの管理運営を行う。
②ホール利用案内書がわかりづらいため、見直しが必要。
また、自主事業においては、観覧者数の少ない公演が何点
かあったため、ＰＲ方法の検討が課題。

58,469 52,531 5改善

①「人づくり、地域づくり、まちづくり」の観点から考えると、
市関与の妥当性、公平性、有効性、効率性は高いといえる..
また、課題に対しての改善が必要である。

②利用案内書の見直しを行うなど、利用者にとってわかりや
すいホール運営を検討。自主事業は、入場者数が少なかっ
た過去公演の見直しを行い、ＰＲ方法等再度検討する。

49,079
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